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反射法音波探査による石垣島南方海域の海底下地質構造

Geological structure of offshore southward Ishigaki-jima Island

estimated from seismic reflection survey
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　産総研では，2017年7月に石垣島周辺海域にて，JOGMEC所有の海洋資源探査船「白嶺」を用いて海洋地質

調査を実施した.本航海では海底下地質構造の把握を行うために，反射法音波探査，パラメトリック方式サブボ

トムプロファイラー（SBP）を用いた高分解能音波探査，海底地形調査，重力探査，セシウム磁力計を用いた

磁気探査，およびROVによる海底試料採取を行った.本発表では，本航海で得られた反射法音波探査および海底

地形をもとに石垣島南方及び東方海域の海底下地質構造を報告する. 

 

　本海域では2面の不整合面を認定した．不整合面を境界として堆積層を3層に区分した．島弧域に位置する石

垣島東方海域では海底地形にて認められる北西－南東走向のリニアメントが認められた．このリニアメント部

分を通る反射断面では南西傾斜の正断層の存在が確認された．この断層は島弧域を切る胴切り断層と考えられ

る．琉球海溝側の石垣島南方海域では，海溝斜面上の複数の箇所に地形的高まりが存在する．これらの内部構

造は上向き凸の構造を示す．それゆえ，地形的高まりは背斜構造の地形への現れと考えられる．また，地形的

高まりの北縁部分に海側傾斜した逆断層の存在が認められた．したがって，背斜構造からなる地形的高まりは

海側傾斜断層の活動に伴って形成されたものと考えられる．本発表では石垣島南方海域に分布する地形的高ま

りと海側傾斜断層の分布から，本海域のテクトニクスについて議論する．
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